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謳粋会』の記

肩詞脅≧ 易葬 柔套耳坪尭晏ぜ∫"｀
皆様明け意 しておめでどう御座います。平成 17年の新春をご家族お揃い
てヽ 健やかにお迎えのこどどお慶び申ヒ上げます。
お陰を持ちまヒて『謳粋会』ヽも七ロロの二月を迎えるこどが出来ました。
これも偏に皆様方の絶大なるご支援ご協力の賜物ど深く感謝しております。
尚、今後とも『謳粋会』の更なる発展のたわに宜 しくお願い申ヒ上げます。
本年最初の会場は、末広町の『 花ぶ さ』で行われ ま した。 このお店は、 ご

曇塁撼キ享良島進FT逸渡羹重奈T秀
生の愛されたお店で、本日戴いた会席
名付け親だど聞いてお ります。

最近は、二月ど言っても、デパー トを始め、大方の店が二 日か ら営業 をヒ,

てい る しヽ 若い娘 さんの日本髪に着飾った艶やかな派 り粘姿も見 られなくな

り、二 ヶ日は雑煮で祝 うど言 うことも若い人逹には歓迎 されないよ うだ。
七 日までは松の内ど言ったがFl松 を飾 らない現今では、松のひど枝を門に残
ヒてお餅 を上げたこどなどが懐か ヒく思い出され る。 それでも、セ草粥の食
材などはデパー トでも売 られていて、音 を懐か ヒむ老いの速を幾分慰めて く
れ る。十一 日は鏡開きで、御供え餅 を割って作 るお汁粉は各家庭でも行われ
たが、職場で もお汁粉が派 る舞われ、特に各銀行では、 この日お客様にお汁
粉接待のサ ビースをヒた。甘い物好 きな人は銀行 を巡 って食べ歩いたなどど

聞いたのも遠い音の思い出になって ヒまった t_、 十二 日の小二月の行事 も恙
れ られたよ うで、 日本の二月は何処かへ行って しまった寂 ヒい感がある。
それでも今日は、年の初めの新年会。22名の方が出席されるというので、

1こ曜らヒて 1時間前に会場に着きまヒた。程なく皆藤祐治0わ31年卒)さ んの姿
を見た時は、驚く程嬉 ヒかった。腰痛が酷くなり、昨年の四月から休んでお
られ、・味に強い思いの方だけに、会議を見るのは辛いだろうど、最近は発送
を控えて居りな ヒたので、会に復帰されたのは大きな喜びでヒた。続いて、
L7田二菫α和41年卒)さ んが来られて、申ヒ込んで無いが、時間が空いたので出
席 ヒたと言うこどでヒた。早速、座席を23に一つ増や ヒて貫いました。
その後、皆様逍々に出席されて、お洒の持ち込みを電話で間うて来た口村
恒α和31年卒)さ んも見え、持ち込みの出来ないのを残念がっておりまヒたが、

奎房環舅辱葉[鼻よtた F言万撃∫ン:雑望 tittLまで√Iス :ち9覧馨奪
頂き、中に「千代田膳」カミ写真入りで献立が載っておりまヒた。ス、中島恙
男解和41年卒)|ん も二月以来のお顔拝見で、ずっど欠席されておりまヒた。お
仕事が忙ヒかったのではど思っておりましたが、二度ほど入院 ヒた言うこど
で、ご無理をなさらずに、今後もご出席をお願いヒまヒた。
定刻になり、「まだ一人菊池清0わ 31年卒)さ んがお見えになりませんが、そ
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